












の中でも近年は「強み（St en t ）」の介入が注目されて
いる。
　「強み」とは，「思考，感情，行動に反映されるポジティ
ブな特性」と定義されている（ , ete on,
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　被験者は健康な男子大学生11名（年齢, 23.8 ± 2.4 歳, 身
長 171.6 ± 3.6 m 体重, 62.74 ± 7.40 , 21.3 ±
2.2 m2）を対象とした。実験は、いずれも人工気候室








25º , 相対湿度30 （ 18.7 ± 0.3º ）のコント
ロール（ ）試行と環境温度35º , 相対湿度65 （









0.001）。 , e , , e , m nについての条件間の比較
では 条件で、有意な高値を示していた。 m nと温熱
負荷を反映する指標の一つである の間で試行ごとの回
帰分析ではそれぞれ有意な回帰直線が得られた（ 試
行 0.024 0.087, p 0.001 試行 0.02
0.013, p 0.001）。また、分散分析の結果（交互作用, p
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The effectiveness of experience sharing for parents of food-allergic children
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The Effect of tDCS to Posterior Parietal Cortex 




























る位置（ S t e po nt o u e t e e u l t ）を同定
した。反応時間は、 S の近傍のターゲット呈示位置3点の
各中央値を平均し算出した。各刺激条件において、刺激実
施前の S および反応時間と実施中、実施後の S および
反応時間を比較した。






















The novel gene Nwd1 regulates cerebral cortex
 development through purinosome formation
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